


　本書は、フランスの女性詩⼈ペリーヌ・ル・ケレックがノル

マンディー地方のルヴィエ市に滞在してＤＶ（ドメスティック・

バイオレンス）や性暴⼒の被害者である９人の⼥性たちに聞き取

りをおこない、それをもとに執筆した５７編の作品を集めた詩

集です。おもにＤＶの被害をテーマにした「Ⅰ 生きのびた女た

ち」と、性暴⼒の被害をテーマにした「Ⅱ  彼女たちを讃える」

の２部から構成されており、すべての詩作品は個人情報が特定

されることがないように創作されています。

　なお、本書には女性に対する暴力の描写が含まれます。お読

みいただく際はご注意ください。
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いろんな理由をつけられて

いろんな理由をつけられて

暴力が降りかかる

いろんな理由をつけられて

私の体、影

いろんな理由をつけられて

私の人生、墓

　　どこかに行けば　うまくいく

答え方が悪ければ　また始まる

黙れば　おさまる

出て行けば　ひどいことになる

戻れば　傷つけられる

出て行かなければ　ずっと続く

死ねば　終わる

なにもかもぶちまければ　やっかいなことになる

どこかに行けば　うまくいく

従わなければ　救われる

告発すれば　なんとかなる

勇気を出せば　すべてが変わる

生きていけば、どこかに行けば　うまくいく




